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（令和7年12月4日　午前9時45分） 

 

●議長（酒井　聡）　おはようございます。お疲れ様です。ただいまの出席議員は12名全

員であります。定足数に達しておりますので、本日の会議を開きます。 

なお小林農業委員会長から欠席届が提出されております。本日の議事日程は、お手元

に配布のとおりであります。 

日程第１、通告による一般質問を行います。 

質問時間は最大1時間を目途に、質問者、答弁者は進行にご協力願います。なお、答

弁者及び質問者の都合により質問の順序を変更することがありますので、あらかじめご

承知願います。また、質問者と質問者の間に10分程度の休憩をとることといたします。 

 

通告の1、北村富貴夫議員。 

 

1、新病院周辺整備について 

2、有害鳥獣対策について 

 

議席番号11番、北村富貴夫議員。 

 

◆11番（北村富貴夫）　おはようございます。議席番号11番、北村富貴夫でございます。

最初の質問は信越病院関連です。9月1日に新病院がオープンし、業務が順調に進んで

いると思います。そんなときに大きな事故が発生しました。10月の事故により被害を受

けられた方にお見舞いを申し上げるとともに、ご家族の方のご心痛はいかばかりかとご

推察いたします。今後はしっかりと寄り添った対応を求めたいと思います。住民からの

病院の信用、信頼を取り戻すために再発防止策を含めて、今後はどのように行っていき

ますか。最初ですので、町長にお伺いしたいと思います。 

 

●議長（酒井　聡）　鈴木町長。 
 

■町長（鈴木文雄）　おはようございます。ただいま頂きました、北村議員からの質問に

お答えいたします。今回の事故に関し、ご本人及びご家族の皆様には多大なるご心配と

ご不安をおかけいたしましたこと、また町民の皆様の信頼に背くことになりましたこと

に対し、心より深くお詫び申し上げます。今回の事故の内容でございますけれども、当

院の小児科において、定期予防接種を行った際に、本来予定していたものとは異なるワ

クチンを接種したものでございます。原因につきましては、ワクチン接種の準備段階で

のチェックの不徹底に加え、接種直前における確認が不十分であることが判明しており

ます。また、接種した後、患者さんには特に異常は認められませんでしたが、長野市内

の病院においても所要の検査を行ったところでございます。現在は、ご家族のご意向に

沿って、長野県こども病院、信州大学病院などの専門機関とも連携を図りながら、継続

的に受診いただいておりますが、現時点で体調に大きな変化はないと伺っております。
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繰り返しになりますが、今回の医療ミスは起きてはならない事態であると厳粛に受け止

めております。再発防止を図るため、医療の安全管理体制の見直し、スタッフへの再教

育を徹底してまいります。また町民の皆様に安心してご来院いただけるよう職員一同、

信頼回復に全力で努めてまいる所存であります。以上です。 

 

●議長（酒井　聡）　北村議員。 
 

◆11番（北村富貴夫）　町長からの再発防止へ向けての力強い決意がありました。今後は

こういうしっかりとした対応を求めていきたいと思います。やはり、これは組織として

の問題になりますので、皆さんに安全意識、それから危機管理意識というものをしっか

りと持って対応していただきたいと思います。そこでこの危機管理意識を醸成するため

にも必要なのはインシデントレポート体制。こういうものがしっかりと病院内でできて

いないと、次に向けての対策もできないというようなことで、インシデントということ

なのですけれども、皆さんもご存じだと思いますが、ハインリッヒの法則という言葉が

あります。ハインリッヒの法則は細かいことは申し上げませんが、安全意識を高めるた

めに有力な大変重要な指針でもあります。このインシデントレポートの報告体制はどの

ようになっているのか。お伺いしたいと思います。 

 

●議長（酒井　聡）　松木病院事務長。 

 

■病院事務長（松木昭彦）　院内でのインシデント発生時に対する、レポートの報告体制

について申し上げます。当院では信越病院安全管理指針に則り、事故発生時には原則と

して院内のイントラネットを利用して報告することとなります。ただし、緊急を要する

場合には事故発生後直ちに口頭で上席者に報告し、患者様の救命処置等に支障が及ばな

い範囲で遅滞なくレポートでの報告を行う体制となっております。インシデントレポー

ト作成の目的には幾つかございますが、院内における医療事故や危うく事故になりかけ

た事例等を検討し、医療改善に資する事故防止対策、再発防止対策につなげること、こ

れを達成するためのレポートでの報告となります。以上です。 

 

●議長（酒井　聡）北村議員。 

 

◆11番（北村富貴夫）　インシデントレポートはやはりシステム化した方が望ましいなと

思います。今のお話を聞いていても、やはりそれぞれ行動とかいろいろあるのですけれ

ども、システム化してインシデントがどのようなものがあるのか、先ほど町長のお話の

中にもありましたが、チェック確認ミスというようなこともありますので、これはやは

りシステム化していくというのが必要であろうと思います。そして、このインシデント

レポートに対して、まず報告件数はどのくらいあるのでしょうか。お伺いしたいと思い

ます。 
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●議長（酒井　聡）　松木病院事務長。 

 

■病院事務長（松木昭彦）　報告件数ですが、月に平均しますと、およそ10件から15件

程度の報告がされています。以上です。 

 

●議長（酒井　聡）北村議員。 

 

◆11番（北村富貴夫）　10件から15件程度という話がありましたけれども、やはり少な

いです。これは職員の数から見ると、1人、月に1つ、およそそのぐらいが出ても不思

議はない。ヒヤリハットを含めてですけれども、アクシデントは当然大変なことなので

すけれども、ヒヤリハットという事象に対して、どういうふうにチェックしていくかと

いうのは大変重要なのです。そういうチェック体制が、どうも今回はできていないので

はないかと、今回の確認ミスもそういうものではないかなと思っています。是非もっと、

月にもっと起きてもいいと思いますので対応していただきたいと思います。そしてその

自己点検というのは、どのようにされているのか。その辺をお伺いしたいと思います。 

 

●議長（酒井　聡）　松木病院事務長。 

 

■病院事務長（松木昭彦）　自己点検等ですが、インシデントレポートの提出後の対応に

つきましては、医療安全管理委員会の中で報告された事例を検討し、安全上有益と思われ

るものについて、再発防止の観点から改善に必要な防止対策を講じることとなります。具

体的には報告されました患者情報、発生の経過、対応内容、原因等について、患者様に対

します影響度に応じたレベル0からレベル5に分類して、それを検証、点検を行い、それ

ぞれの事案に対し医療安全管理委員会として対策を講じます。各部門個人におきましては、

安全対策として有効に機能しているか、チェックリストにより点検評価しながら、必要に

応じマニュアルの見直しを図ることとしています。以上です。 

 

●議長（酒井　聡）　北村議員。 

 

◆11番（北村富貴夫）　必要に応じてマニュアル等の見直し等も行っていただいているよ

うなのですけれども、やはり自己点検というのは、どうしたって慣れ合いというものにな

りやすい、慣例だから、これでいいのではないかとか、そういうことになりやすいのです。

こういうものには十分注意しながらやっていただきたい。もう一度手順書、それから業務

基準書みたいなのもあると思うのですけれども、あと、標準書。そういう手順をしっかり

見直して対応をお願いしたいと思います。次は、私は教育訓練、教育研修、テーマによっ

ていろいろと共有すべき事項があると思うのですけれども、これはどのように実施してい

るのかを伺いたいと思います。 

 

●議長（酒井　聡）　松木病院事務長。 
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■病院事務長（松木昭彦）　医療安全管理等各種研修につきましては、信越病院医療安全

管理指針に定めがあります。年2回、全職員を対象にした研修のほかに、重大事故が発

生した後などは臨時に研修を行っています。研修は、医療安全管理の基本的な考え方や

事故防止の具体的な手法等を全職員に周知徹底することを通じて、職員個々の安全意識

の向上を図るとともに、当院全体の医療安全を向上させることを目的として開催してい

ます。実施の方法につきましては、病院長の講義、院内での報告会、外部講師を招聘し

ての講習、eラーニングなどによる研修を行い、共有すべきテーマにつきましては各部

長を通じて共有し、またイントラネット内で研修内容の情報を掲示し情報共有を図って

いるところです。以上です。 

 

●議長（酒井　聡）　北村議員。 

 

◆11番（北村富貴夫）　教育訓練をやっているというようなお話は今伺ってだいぶ分かり

ました。eラーニングもやっていらっしゃるというお話もありましたのですが、やはりe

ラーニング等も、どうしても個人でやっていることですので、なかなか評価というのは

分かりづらい。そういうところで評価をするにしてもしっかりと対応していただきたい

と思うのですが、テストみたいなのを行ったりして、そういう評価を行うことはないの

でしょうか。その辺もちょっと伺いたいと思います。 

 

●議長（酒井　聡）　松木病院事務長。 

 

■病院事務長（松木昭彦）　まず、研修自体の評価を行いますが、研修自体の評価につき

ましては、研修内容の満足度や目的が明確だったか、講師の分かりやすさなどを、アン

ケートで評価しています。更に今ほどご質問いただきました、eラーニングにおきまし

ては、研修で学んだ内容の理解度、定着度を測るための理解度テストも行っている部分

です。最終的には、研修で学んだ知識やスキルが実際の業務でどれだけ活用され、成果

につながっていくかの評価については、定性評価となります上司による観察やヒアリン

グを通じて受講者の意識や行動の変化を評価していますが、本来であれば定量評価とな

る研修前後の数値等を比較して成果を具体的に評価できればいいわけですが、ここまで

の検証はできていないのが現状です。以上です。 

 

●議長（酒井　聡）　北村議員。 

 

◆11番（北村富貴夫）　評価についてやってはいるのですけれども、まだ全体的には弱い

のかというところが今答弁の中に見えておりました。そういうことを考えると、今後も

やはりこの教育訓練、そしてその評価、それぞれ先ほど申し上げました、自己点検を含

めてしっかりとした対応を求めていきたいと思います。それから私は危機管理、この件

については、この件と申しますか、危機管理については過去にも質問した経緯がござい

ます。当時の町長の答弁は、有事を想定してしっかりと対応したいというようなことが
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ありました。しかし結局こういうのが起きてしまうとやはり想定されていないなと、や

はり訓練が足りないのではないかということを感じます。報道等でよく出てくるのは輸

血ミスや医療事故、いくつかそういうのもございます。やはり職員の皆さんの危機管理

意識をしっかり高めて再発防止に努めて信頼を取り戻していただきたいと思います。さ

て新病院が9月に開院して、今後の周辺の道路整備の対応についても伺いたいと思いま

す。最初に全体の問題ですが、道路整備のことは建設水道課の答弁をお願いしたいと思

います。 

 

●議長（酒井　聡）　建設水道課長。 

 

■建設水道課長（黒田英志）　それでは北村議員の質問にお答えさせていただきます。町

道緑が丘線につきましては、病院の北西の部分のところが一部、都市計画道路に認定さ

れております。当該路線の東側につきましては、病院前道路、柏原小前線との一定勾配

化などの擦り付けがあったため一部拡幅を行っており、途中から道幅が狭くなっている

状況であります。当該路線におきましては、計画の段階では、改良を含める中で検討し

ておりましたが、現状交通量が著しく増えたという認識はありません。道路線形上、極

端に狭くなった印象は受けますが、今後交通量が増えた場合は拡幅を含め周辺整備の検

討をしてまいりたいと考えております。以上です。 

 

●議長（酒井　聡）　北村議員。 

 

◆11番（北村富貴夫）　このところは、交通量が増えていないから拡幅はしていかないと

いうような答弁で、そういうことでよろしいですか。 

 

●議長（酒井　聡）　黒田建設水道課長。 

 

■建設水道課長（黒田英志）　新病院になりまして職員も道路を使う想定もしておりまし

たが、現状駐車場内を使って職員駐車場まで行ける状況で、あのあたりの交通量が増え

ていないという認識での回答となります。 

 

●議長（酒井　聡）北村議員。 

 

◆11番（北村富貴夫）　今後また交通量が増えれば拡幅ということも、是非検討していた

だきたいと思います。それから、新病院西側、緑が丘線から階段入り口等がなかなか整

備されていないようですが、今後どのようにされていくのか、それについて伺いたいと

思います。 

 

●議長（酒井　聡）　松木病院事務長。 
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■病院事務長（松木昭彦）　現在、緑が丘線からの階段の整備が途中で終わっており、使

用できない状況が続きます。周辺の皆様には大変ご迷惑をおかけしておりますがその先

の整備につきましては、次年度整備を予定しているところです。以上です。 

 

●議長（酒井　聡）　北村議員。 

 

◆11番（北村富貴夫）　次年度の整備というようなお話がありましたので、しっかりと整

備をお願いしたいということと、その設置をするなら、あそこの場所だけを考えると、

手すり等も必要ではないかなと思うのですが、その辺についてはどのように考えていら

っしゃいますか。 

 

●議長（酒井　聡）　松木病院事務長。 

 

■病院事務長（松木昭彦）　階段先の整備、施工方法につきましては、手すりも含め、現

在検討している段階です。なるべく費用がかからず、かつ安全なものにはしていきたい

と考えています。 

 

●議長（酒井　聡）　北村議員。 

 

◆11番（北村富貴夫）　是非、設置をするのであれば、安全対策をしっかり考えて対応し

ていただきたい。冬はこの階段は今後どのようにされていくのか、それも伺いたいと思

います。 

 

●議長（酒井　聡）　松木病院事務長。 

 

■病院事務長（松木昭彦）　冬季間の利用は可能になるかとのお尋ねですが、除雪の問題

や階段の勾配の問題等がございますので、次年度整備後におきましても冬季間のご利用

は現実的には厳しいと考えています。以上です。 
 

●議長（酒井　聡）　北村議員。 

 

◆11番（北村富貴夫）　冬季間は危険を伴うので使用しないという考え方でよろしいです

か。それから病院の周り、草刈り等は10月に行われていましたけれども、車の通行に支

障をきたすぐらい、私も9月末ごろに通ったのですけれども大分伸びていました。早め

に対処すべきと思いますけれども、その辺はいかがですか。 

 

●議長（酒井　聡）　松木病院事務長。 

 

■病院事務長（松木昭彦）　新病院整備に伴いまして、建設中から建設後においても、周
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辺住民の皆様には大変ご迷惑をおかけしています。質問にございました、当院フェンス

から緑が丘線にはみ出した草刈りにつきましては大変遅くなってしまいましたが、開院

後、落ち着いた10月に、今おっしゃった10月に作業を行ったところです。今後につき

ましては、定期的な除草及び環境整備をしてまいりたいと考えておりますので、ご理解

ご協力をよろしくお願いいたします。以上です。 

 

●議長（酒井　聡）　北村議員。 

 

◆11番（北村富貴夫）　交通に支障のないような対応をしっかりとしていただければと思

います。それから病院の駐車場についてですけれども、大変広くて通りやすいなという

のは、我々通ってみてわかったことなのですが、しかし夜について、街灯外灯がなくて

大変真っ暗だと、このへんの対応についてはどういうふうにされるのか。患者さんが夜、

夜中でも来ることだっていくらでもあると思うのですけれども、街灯がひとつもない病

院の駐車場内に、これは今後どうされるのかちょっと見えてないのですが、どのように

考えていらっしゃいますか。 

 

●議長（酒井　聡）　松木病院事務長。 

 

■病院事務長（松木昭彦）　議員ご指摘のとおり、駐車場には街灯がなく、真っ暗な状態

です。この駐車場の街灯の問題につきましては、住民の皆様からも複数ご意見を頂戴し

ております。事業費も大きくなりますので、次年度の当初予算に計上して対応してまい

りたいと考えているところです。以上です。 

 

●議長（酒井　聡）　北村議員。 

 

◆11番（北村富貴夫）　是非、真っ暗なところを患者さんが向かうというようなことはな

いように、街灯設置をしっかりとお願いしたいと思います。10月の事故はあってはなら

ないミスであり、大事なことは、今後二度と起こさない。そういう覚悟は必要だと思い

ます。監査委員さんの方からも指摘がありました。町民の期待に応える、安全安心な医

療提供体制を確実に整備していく。こういうようなことが求められると思います。今後

の信越病院がますます良くなり、住民の方から信用、信頼を回復し、緊張感を持って患

者様に対応していくことを求めて、次の質問に移りたいと思います。次の質問は有害鳥

獣対策、特にクマの対策です。今後の課題とは思いますけれども、緊急銃猟を含めて有

害鳥獣対策を伺いたいと思います。全国でもクマによる被害が確認され、死亡事故も起

きています。学校、公民館等にもクマが出没しているという報道もありましたが、当町

でも学校、公民館、その他公共施設等の戸締まりやフェンス等の確認、防止等が必要と

思いますが、いかがでしょうか。 

 

●議長（酒井　聡）　鈴木町長。 
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■町長（鈴木文雄）　有害鳥獣対策について、概要をまず私の方から答弁させていただき

ます。有害鳥獣対策につきましては、住民の安全確保を最優先にといたしまして、捕獲

対策と被害防止対策の両面から取り組んでいるところでございます。また近年、クマの

生息域が全国的に市街地や集落周辺にまで拡大していることが指摘されておりまして、

気候変動や餌の変化など複合的な要因により、人と野生鳥獣との距離が縮まっていくと

いうふうには考えているところでございます。当町におきましても、町内各地でクマを

はじめとする野生鳥獣の出没が確認されております。幸いなことながら、直接的な人身

被害など深刻な事案は、今年は発生しておりませんけれども、農作物や田畑の法面、畦

畔、水路など農業用施設への被害報告が多数寄せられております。こうした状況を踏ま

えまして、町では、通常の罠捕獲に加え、緊急性が高く迅速な対応が求められる場合に

備えて、鳥獣の保護及び管理並びに狩猟の適正化に関する法律の改正により、本年９月

１日に施行されました緊急銃猟制度による緊急銃猟を実施できる体制の整備を進めてい

くところでございます。詳細につきましては、担当課長から答弁をさせていただきます。 

 

●議長（酒井　聡）　佐藤産業観光課長。 

 

■産業観光課長（佐藤宏幸）　それでは担当課の方から緊急銃猟について少し加えさせて

いただきます。緊急銃猟につきましては、現在、警察との連携対策の確認。猟友会への

要請手順の明確化。具体的な出動基準の整備などを進めており、より迅速に対応できる

体制強化に取り組んでいるところでございます。具体的には警察、猟友会、町による情

報共有と出動体制の統一。集落内や学校、保育園周辺など緊急対応の優先順位の明確化。

夜間出没や人身被害の可能性が高い事案における現場判断の迅速化。を重点的に進めて

ございます。また、緊急対応において住民への避難指示や通報体制、広報による注意喚

起も重要でございます。そのため、関係部署と連携し町全体の危機対応力向上に努めて

おり、緊急銃猟はあくまで人身の安全を守る最後の手段であるため、日常的に注意喚起

や誘因物となる生ゴミの管理、環境整備、電気柵の設置支援など、クマを引き寄せない

ための対策を強化してまいります。また、学校、保育園、公共施設と連携による子ども

たちや地域住民への遭遇時の行動啓発なども進めていく予定でございます。以上でござ

います。 

 

●議長（酒井　聡）　北村議員。 

 

◆11番（北村富貴夫）　クマ対策というより、有害鳥獣対策というふうになると思います

けれども、農作業を行っていても、畦畔や水路等もだいぶ傷んで、有害鳥獣に引っ掻き

回されるといったらおかしいのですけれども、そういうようなこともございます。やは

り、しっかりとした対策を求めていきたいと思っています。それから先ほど、答弁の中

にもありましたけれども、子どもたち、実際に信濃小中学校の生徒たち、または保育園

の園児さんたちを守るためのこれらの対策については、具体的にはどのようなことをや

っているのかを伺いたいと思います。 
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●議長（酒井　聡）　北村教育長。 

 

■教育長（北村康彦）　先ほどのご質問の中に、学校、公共施設、公民館等の公共施設の

戸締まりやフェンスについてどうかというお尋ねもありましたので、そこの回答と、具

体的に子どもたちにというようなところの2つお話しさせていただければと思います。

まず戸締まりフェンス等についてですけれども、具体的な対応としまして、信濃小中学

校ではクマだとか獣の侵入防止と防犯を兼ねまして、児童生徒の登校後から下校時刻の

間、具体的には朝の8時15分から午後3時20分の間は事務室から見える教職員出入口

のみ施錠を外して、それ以外は施錠をしているという状況です。教職員出入口について

も施錠をしていませんが、きちんと閉じるということで徹底していただいています。そ

れから公民館、博物館などでは施設の開放時間にその付近でクマの目撃情報等が寄せら

れた場合には、自動ドアがあるところは自動ドアの電源を切る。全国のニュースの中で

自動ドアを開けて入ってくるクマもいるなんていうところを受けて、電源を切ること、

それから職員通用口については鍵をかけるなどを行って、利用者がいる場合には屋外に

出ないように注意喚起をしているというところです。そのほか、本年度は、保育園や学

校周辺の柿の木など果実のなる木がないかどうか、その分布について調査を行ったり、

目撃情報の寄せられた保育園では登園口、表でなく裏から入るみたいな、登園口の変更

をしたり、威嚇用のロケット花火を配備したり、もしもの場合に備えて考えられること

をできるだけやろうということで対応しているところです。一方、フェンスについてで

すけれども、フェンスを設置するという防御方法も考えられるわけですけれども、当町

の場合は、森林に囲まれた環境で、クマはいつどこから出没するか分かりませんので、

どこにどのように設置することが効果的なのか、そういう点やフェンスの種類によりま

すけれども、学校や保育園の建物を囲むように設置しますと、避難経路が制限されると、

例えば火災のとき等、制限される等のこともありますので、逆に安全性を損なう可能性

があるという点なども勘案しながら、フェンスの設置については検討してまいりたいと

いうふうに思っております。それから、この戸締まりやフェンス以外でも、我々が子ど

もたちのためにということで、取り組んでいることについてのお尋ねもありましたので、

お答えしますが、まずは以前からクマ避けの鈴を子どもたちに配布してカバンにつけて

もらうように指導しています。また、本年度は、クマの出没情報が寄せられた地域で通

学路の変更を行ったほか、センサーでクマに反応し、光と音でクマを脅かす装置を設置

したり、地域の方のご協力を得ながら通学路周辺の藪刈りをしたりしました。また、児

童生徒が在校時間中に、通学路周辺でのクマ出没情報が寄せられた場合には、教育委員

会と学校で情報共有した上で、全ての児童生徒に向けて出没地域を校内放送で伝え、今

日はここで出たよ、というようなことで伝えた上で、複数で帰ることや周囲に注意をし

て歩くことなどを指導します。その中で、特に当該の地域を通る児童生徒については、

可能であれば保護者に送迎を依頼したり、それから必要が迫られるような場合では、同

じ地区単位で、タクシーで下校するようなことも対応として進めてきた次第であります。

そのほか、県に対して対策強化に向けての情報共有を引き続きお願いしていきたいとい

うふうに思いますし、今後は学校でのクマ対策の教職員研修や学級指導の実施、あとク
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マが出没したときのマニュアルの作成等もしていかなきゃいけない段階に来ているのか

なということで、ますます厳しい状況の中、しっかり子どもたちの安全安心を確保して

いきたいというふうに思っております。以上です。 

 

●議長（酒井　聡）　北村議員。 

 

◆11番（北村富貴夫）　ただいま教育長から大変力強い、今後マニュアル等も整備してい

くと考えているというお話もありました。クマは本当にいつどこで出るかというのはわ

かるわけではないのですけれども、我々住民もやはり協力して、先ほどお話のありまし

た藪刈り、それから生ゴミの処理とか、そういうものが大変重要ではないかなと思うと

ころでございます。しっかりと今後も子どもたちの安全安心を守っていただきたいと思

います。それからクマの注意看板、いろいろなところに出てはいるのですけれども、何

か観光客の皆さんにも必要ではないかなと思うところでありますので、もう少し看板を

増やす必要があるのではないかと思うのですが、その辺はいかがでしょうか。 

 

●議長（酒井　聡）　佐藤産業観光課長。 

 

■産業観光課長（佐藤宏幸）　注意喚起の関係でございます。クマの注意看板設置につき

ましては、近年の出没状況や住民の皆様から寄せられる不安の声を踏まえ、注意喚起を

強化することが重要な対策であると認識の方をしてございます。近年クマ出没が集落周

辺でも確認されるケースが増加しており、住民の皆様の不安が高まっていることや、町

ではこれまでも出没情報が多い地区や観光地周辺に注意看板を設置してまいりました。

しかし、最近の出没範囲の広がりや、昼夜問わず確認される事例の増加に伴い、現状の

看板設置が十分でないという可能性があることも承知してございます。今、議員のご指

摘のとおり、クマの出没状況や生活圏の進入状況を踏まえ、注意看板をより効果的に配

置し、住民や来訪者に対して分かりやすく注意喚起を行う必要があると考えてございま

す。そのため、本年度に導入いたしましたスマートフォンアプリ、「けものおと2」を活

用し、最新の出没位置情報に基づく傾向分析を行い、これらのデータを踏まえ設置場所

の看板の設置の選定を検討してまいりたいと思ってございます。また、看板はあくまで

注意喚起の一つの手段であるため、防災行政無線やメール配信などを活用した迅速な情

報伝達についても引き続き取り組んでまいりたいと考えてございます。以上です。 

 

●議長（酒井　聡）　北村議員。 

 

◆11番（北村富貴夫）　やはりデータに基づいてクマの出没情報をしっかりと住民に伝え

る、または観光客に伝えるということが大変重要だと思うのです。そして、そういうと

ころには注意看板をしっかり立てていくというようなことが必要だなと思います。そこ

でもう一つ質問は、耕作放棄地等が増加傾向にあります。クマは餌となるような耕作放

棄地内に、くりの木や柿の木、それからくるみの木、こういうようなものが山際にもあ



令和 7年第 424回信濃町議会定例会 12月会議会議録（2日目） 

②－11

るのですけれども、こういうところの伐採。先ほど、教育長の答弁の中にも、ちょっと、

そういうような話がありましたけれども、こういう伐採等が必要になってくるのではな

いかと思うのですが、この伐採する必要がある場合、補助等を今後検討していったらい

かがかと思うのですが、報道によりますと飯山市さんでは結構出ているなというお話が

ありました。そういう補助も少し考えるべきではないかと思うのですが、いかがでしょ

うか。 

 

●議長（酒井　聡）　佐藤産業観光課長。 

 

■産業観光課長（佐藤宏幸）　野生鳥獣による被害を未然に防止するために耕作放棄地の

適切な管理が極めて重要であるというふうに考えてございます。特に、柿やくりなどの

果樹が長期間放置されることにより、クマが餌を求めて人家近くまで引き寄せられる事

例が全国的に多く指摘されており、このことが人身被害につながる可能性が最も高いた

め、地域全体で耕作放棄地の管理の取り組みをすることがあると認識してございます。

一方で、耕作放棄地のさらなる荒廃を防ぐには相当の費用と労力が伴い、所有者単独で

の対応が難しいケースも少なくございません。このような現状を踏まえた場合、限られ

た財源の中で取り組みを実施するためには、どのような支援の仕組みが最も効果的であ

るかについて慎重に検討する必要があるという考えでございます。また耕作放棄地の管

理に当たっては土地所有者の意向を十分に尊重することが前提であるため、行政として

も丁寧な調整と情報共有を行いながら進めていくことが重要と考えてございます。町と

いたしましては、まずクマの出没情報や被害状況を基に現地確認を行い危険性の高い箇

所を把握した上、また近隣市町村の取組情報を確認する中で、長野県等の情報を共有し

ながらその辺の適切な方法について今後も実行可能かどうかを検討する中で進めていけ

れば、というふうに考えてございます。以上です。 

 

●議長（酒井　聡）　北村議員。 
 

◆11番（北村富貴夫）　適切な管理をしていければ一番いいのですけれども、やはり耕作

放棄地となるとクリの木や柿、くるみなどはカラスが運んできて、途中途中にポトン、

ポトンと落としてそういう中でそこから芽が出て、大きくなっていくというようなケー

スも考えられます。やはり耕作放棄地内のくりの木等は伐採していくべきではないかな

と思います。今後そういうような対策もしっかり考えながら対応していただきたいと思

います。住民の安全安心を守るために今後もしっかりとした対応を求めて私からの一般

質問を終わります。 

 

●議長（酒井　聡）　以上で北村富貴夫議員の一般質問を終わります。この際10時35分

まで休憩といたします。 

（終了　午前10時25分) 


